
「東
京
桑
野
会
定
期
総
会
」
雑
感

安

部

直

文

（八
十
期
）

令
和
４
年
６
月
３
日
０
、

ホ
テ

ル
椿
山
荘
東
京

で

「令
和
４
年
度
東
京
桑
野

会
定
期
総
会
」
が
開
催
さ

れ
た
。
令
和
２
年
度
、
３

年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
禍
で

一
堂
に
会
す
る
総
会
が
中
止

と
な

っ
た
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る

″
リ
ア
ル
総
会
″
は
３

年
ぶ
り
で
あ
る
。
そ
の
間
、
古
川
清
会
長

（６３
期
）
の

急
逝
も
あ
り
、
会
長
選
任
の
意
義
が
込
め
ら
れ
た
総
会

で
は
、
新
会
長
に
浅
川
章

（７６
期
）
さ
ん
が
就
任
を
さ

れ
た
。
総
会
お
よ
び
懇
親
会
の
会
場
と
な

っ
た
の
は

「胡
蝶

の
間
」
で
、
従
来
は
別
室
で
総
会
を
開
催
後
に
こ
こ
で

懇
親
会
が
行
わ
れ
て
き
た
。
今
回
は
新
型

コ
ロ
ナ
感
染

防
止
上
、
参
加
者
数
の
制
限
、
短
時
間
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
イ
ス
タ
ン
ス
確
保
の
た
め
テ
ー
ブ
ル
席
に
座
り
、
懇

親
会
は
和
食
弁
当
で
の
飲
食
、
会
話
の
制
限
と
い
う
、

味
気
な
い
も
の
と
な

っ
た
の
は
致
し
方
な
い
。

総
会
で
は
、
近
年
の
物
故
者
の
氏
名

一
覧
を
会
場
前

に
掲
げ
る
。
今
般
、
同
期

（８０
期
）
で
は
小
林
広
志
、

深
谷
光
男
の
お
二
人
が
物
故
会
員
と
な
ら
れ
た
。
会
場

名
の

「胡
蝶
」
は
、
中
国
の
故
事
成
語

「胡
蝶
之
夢
」

を
想
起
さ
せ
る
。　
〃
人
生
の
停

（は
か
な
）
さ
″
の
警

え
で
、
二
年
足
ら
ず
の
後
に
後
期
高
齢
者
の
仲
間
入
り

を
す
る
身
に
と

っ
て
、
同
期
の
逝
去
は
他
人
事
と
は
思

え
ぬ
切
実
さ
で
迫
り
来
る
も
の
が
あ
る
…
…
。

一
覧
に
は
、
常
松
俊
秀

（７８
期
）
さ
ん
の
名
も
あ

っ

た
。
わ
が
国
の
核
融
合
研
究
開
発
分
野
に
お
け
る
リ
ー

ダ
ー
の

一
人
と
し
て
高
名
な
先
輩
で
あ
る
。
私
が

一
年

生
当
時
、
三
年
生
の
中
で

″
東
大
に
最
も
近
い
″
と
聞

き
及
ん
で
い
た
秀
才
だ

っ
た
。
高
校
で
は
言
葉
を
交
わ

す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
実
は
中
学

一
年
生
の
時
、
自
宅

に
伺

っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
記
憶
が
ふ
と
蘇

っ
た
。
中

学
時
代
の
常
松
さ
ん
も
、
群
を
抜
い
て
成
績
が
良
か
っ
た
。

驚
い
た
の
は
、
常
松
さ
ん
が
自
作
の
ロ
ケ
ツ
ト
を
見

せ
て
く
れ
た
こ
と
だ
。
そ
し
て

「ぼ
く
は
新
学
期
に
教

科
書
を
入
手
す
る
と
、
夏
休
み
ま
で
に
全
部
読
ん
で
し

ま
う
ん
だ
。
だ
か
ら
学
校
の
授
業
は
復
習
で
、
家
で
は

教
科
以
外
の
好
き
な
勉
強
を
し
て
い
る
」
と
言

っ
た
。

今
思
う
と
、
成
績
を
上
げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か

を
教
え
て
も
ら
う
た
め
の
訪
間
だ

っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
中
学
生
の
時
に
す
で
に
常
松
さ
ん
は
科
学
者
と
い

う
夢
を
膨
ら
ま
せ
、
実
現
に
向
け
た
ベ
ス
ト
の
道

（東

大
進
学
）
を
選
び
、
歩
み
を
始
め
て
い
た
に
相
違
な
い
。

そ
の
常
松
さ
ん
に
成
績
を
良
く
す
る
秘
策
を
伝
授
さ

れ
た
の
に
、
つ
い
ぞ
私
は
そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
な
く

安
積
高
校
に
入
学
を
し
た
。
授
業
初
日
、
教
師
が

「進

学
志
望
の
大
学
名
を
書
き
な
さ
い
」
と
言

っ
て
紙
を
配

布
し
た
。
高
校
入
試
を
ク
リ
ア
し
て
ほ
っ
と
し
て
い
た

私
に
は
、
青
天
の
扉
震
だ

っ
た
。
思
い
あ
ま

っ
て
前
席

の
生
徒
の
肩
越
し
に
、
の
ぞ
き
見

（カ
ン
ニ
ン
グ
）
し

た
と
こ
ろ

〃
東
京
大
学
法
学
部
″
と
い
う
文
字
が
日
に

入
っ
た
。
そ
の
瞬
間
、
な
ぜ
か
対
抗
心
が
湧
き
上
が
り
、

私
は

″
京
都
大
学
文
学
部
〃
と
書
い
た
。
中
学
時
代
、

考
古
学
者
を
夢
見
た
か
ら
で
、
京
大
は
考
古
学
の
分
野

で
は
東
大
を
上
回
る
権
威
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
入
学

後
の
私
は
国
立
大
学
入
試
に
必
須
の
理
数
系
教
科
が
不

得
意
だ

っ
た
の
で
京
大
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
早
々
に
私

大
文
科
系

へ
進
路
変
更
を
し
た
。

高
校
で
は
五
十
音
の
席
順
な
の
で

一
年
次
の
私

（
ア

ベ
）
の
前
席
の
生
徒
は

〃
ア
ゲ
イ
シ
〃
、
す
な
わ
ち
上

石
利
男
さ
ん
だ

っ
た
。
そ
し
て
、
上
石
さ
ん
は
初
志
貫

徹
で
東
大

へ
進
み
、
や
が
て
弁
護
士
と
な
り
、
東
京
桑

野
会
で
は
古
川
会
長
の
も
と
で
幹
事
長
を
七
年
間
務
め

上
げ
た

（現
在
は
副
会
長
専
任
）
。
そ
の
蔭
働
き
を
、

同
期
の

一
人
と
し
て
労
い
た
い
。

新
型

コ
ロ
ナ
禍
の
さ
な
か
、
開
催
を
巡

っ
て
椿
山
荘

と
の
交
渉
に
当
た
り
、
今
回
の

″
リ
ア
ル
総
会
〃

へ
と

導
い
た
の
は
、
昨
年
７
月
に
幹
事
長
に
な

っ
た
石
井
俊

一
さ
ん

（８２
期
）
で
あ
る
。
協
力
を
賜

っ
た
ホ
テ
ル
椿

山
荘
東
京
の
担
当
者
共
々
、
謝
意
を
表
し
た
い
。

東
京
桑
野
会
と
椿
山
荘
の
関
係
は
、
総
支
配
人
だ

っ

た
竹
花
則
栄

（５５
期

・
故
人
）
さ
ん
の
存
在
が
あ

つ
た

が
ゆ
え
で
、
竹
花
さ
ん
の
退
職
後
も
低
予
算
に
も
拘
わ

ら
ず
何
か
と
便
宜
を
図

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
慣
例
化

し
た
。
「令
和
４
年
度
東
京
桑
野
会
定
期
総
会
」
に
は
、

５
名
の
来
賓
と
６３
期
か
ら
‐３２
期
ま
で
の
６３
名
が
出
席
し

た
。
次
回
は
、
従
前
の
ご
と
く
賑
々
し
い
会
合
に
な
ら

ん
こ
と
を
切
に
願
う
ば
か
り
だ
。
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